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《
〇
歳
～
一
九
歳
》

福
島
県
罹
患
率
、

二
〇
一
三
年
に

全
国
の
約
一
七
倍
と
な
る

グ
ラ
フ
１

は
前
号
で
も
示

し
た
「
〇
歳
～
一
九
歳
」
の

罹
患
率
で
す
が
二
〇
一
一
年

の
事
故
か
ら
二
〇
一
二
年
に

か
け
て
急
上
昇
し
、
二
〇
一
三

年
に
は
全
国
の
約
一
七
倍
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
原

発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た

放
射
性
ヨ
ウ
素
が
感
受
性
の

高
い
子
ど
も
世
代
へ
影
響
し

た
と
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と

も
「
甲
状
腺
事
故
時
一
八
歳

以
下
へ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
」
に
よ
る
効
果
と
す
る

の
か
、
は
た
ま
た
そ
の
両
方

に
よ
る
も
の
な
の
か
、
二
〇

一
六
年
以
降
の
デ
ー
タ
の
開

示
が
待
た
れ
ま
す
。

《
二
〇
～
三
九
歳
》

福
島
県
罹
患
率
、

二
〇
一
三
年
に
国
と
逆
転

グ
ラ
フ
２

は
、
「
二
〇
歳

～
三
九
歳
」
の
罹
患
率
で
す

が
、
低
め
だ
っ
た
福
島
県
の

罹
患
率
は
、
二
〇
一
三
年
に

は
上
昇
し
て
全
国
と
逆
転
を

し
、
そ
の
後
も
上
昇
し
て
差

を
広
げ
て
い
ま
す
。

＊
事
故
時
一
八
歳
以
下
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
世
代
が
二
年

後
｛
二
〇
一
三
年
｝
か
ら
順

次
二
〇
歳
に
達
し
デ
ー
タ
の

対
象
世
代
に
「
一
年
齢
分
」

づ
つ
入
り
込
み
ま
す
。
二
〇

一
五
年
で
は
「
三
年
齢
分
」

で
す
。

《
四
〇
～
五
九
歳
》

二
〇
一
四
年
に

や
は
り
全
国
と
逆
転

グ
ラ
フ
３

は
、
「
四
〇
歳

～
五
九
歳
」
の
罹
患
率
で
す

が
、
低
め
に
推
移
し
て
い
た

福
島
県
が
二
〇
一
二
年
に

急
速
に
上
昇
し
て
全
国
と

並
び
、
二
〇
一
四
年
か
ら
は

上
回
っ
て
い
ま
す
。

《天恵の海》
２０１９（令和元）年

８月 ２８日

第１９９号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会
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（
十

万
人
当
た
り
罹
患
数
）

当
会
『
天
恵
の
海
』
前
号
訂
正
版
で
は
「
二
〇
歳
～
三
九
歳
」
の

デ
ー
タ
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
の
な
い
「
三
〇
歳
～
四
九
歳
」
に

差
し
替
え
ま
し
た
。
し
か
し
「
二
〇
歳
代
」
の
分
析
こ
そ
む
し
ろ
重

要
で
す
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
二
〇
歳
」
ご
と
区
切
り
の
「
三
世

代
」
の
が
ん
登
録
デ
ー
タ
で
福
島
県
と
全
国
と
比
較
し
報
告
し
ま
す
。

注 1： 上図は全国の医療機関から報告される甲状腺がん罹患数のデータをもとに作成したグラフです。「福島県では

どの年齢も２０１４年～２０１５年にかけて上昇していることが気になります。グラフ２「２０歳～３９歳」には、

スクリーニング検査世代の数値が２０１３～１５年に入り数値を引き上げているかも知れず、反対にグラフ１「０歳

～１９歳」では、２０１２年生まれ以降のスクリーニング対象外世代が数値を若干引き下げているのかも知れません。

甲
状
腺
が
ん
と
被
ば
く
は

本
当
に
関
連
が
な
い
の
か
？

福
島
県
罹
患
率
増
加
を
ど
う
見
る
か

注
２
：
『
国
立
が
ん
研
セ
ン
タ
ー
・
が

ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
』
と

『
福
島
県
が
ん
登
録
統
計
資
料
』
の
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
「
天
恵
の
海
」
第
一
九
八

号
に
あ
り
ま
す
。



被曝から子供達を

守る運動を
岩手の退職高校

教職員学習会

全
て
の
数
値
が
増
加
へ

一
目
瞭
然
な
の
は
、
福
島

県
も
全
国
も
、
甲
状
腺
が
ん

罹
患
率
が
増
え
て
い
る
事

で
す
。
一
般
的
に
が
ん
が
増

え
て
い
る
と
い
い
ま
す
が
、

稀
少
が
ん
で
あ
る
「
甲
状
腺

が
ん
」
が
事
故
後
に
増
え
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

む
し
ろ
若
者
で
増
え
て
い
る

福
島
県
の
〇
歳
～
五
九

歳
ま
で
の
年
齢
層
で
、
全
国

の
罹
患
率
を
上
回
っ
て
お

り
、
特
に
「
〇
歳
～
一
九
歳
」

の
増
え
方
が
大
き
い
。
一

七
・
五
倍
は
「
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
効
果
」
が
あ
る
に
せ
よ
、

他
年
齢
層
で
も
全
国
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
時
、
「
福
島
原
発
事
故
原

因
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
」
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
強

く
疑
い
ま
す
。

早
急
な
デ
ー
タ
の
開
示
を

ま
た
全
国
の
公
式
が
ん

統
計
デ
ー
タ
は
、
二
〇
一
六

年
以
降
に
つ
い
て
、
未
だ
開

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
が
ん

に
対
処
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
た
め
に
早
急
な

開
示
を
求
め
ま
す
。

「
被
ば
く
と
の
関
連
は
認
め
ら

れ
な
い
」と
す
る
報
告
案

七
月
二
四
日
福
島
県
民
健

康
調
査
検
討
委
員
会
は
、「
甲

状
腺
評
価
部
会
報
告
」
に
つ

い
て
審
議
し
、
「
甲
状
腺
が
ん

と
被
曝
の
関
連
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
す
る
報
告
案
を
原

文
通
り
了
承
し
公
表
し
ま
し

た
。
同
時
に
「
委
員
会
見
解
」

が
出
さ
れ
「
今
回
の
報
告
は
、

七
一
人
の
甲
状
腺
が
ん
の
見

つ
か
っ
た
第
二
回
検
査
に
限

定
し
て
の
結
論
で
あ
る
」
と

し
ま
し
た
。

『
今
後
の
評
価
の
六
視
点
』

さ
ら
に
「
今
後
の
評
価
の

視
点
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
よ
り
詳
細
な
被
曝

線
量
に
よ
る
検
討
、
が
ん
登

録
情
報
や
臨
床
報
告
を
含
め

た
分
析
と
評
価
、
事
故
当
時

の
年
齢
と
発
見
率
と
の
関
連
、

一
回
目
二
回
目
を
合
わ
せ
た

が
ん
症
例
と
被
ば
く
線
量
と

の
関
連
分
析
、
が
ん
発
見
率

の
高
さ
や
男
女
比
に
つ
い
て

の
検
討
、
先
行
検
査
の
四
地

点
比
較
の
検
討
の
六
点
で
す
。

０

０

０

０

＊
私
達
岩
手
の
会
は
今
回
、

『
が
ん
登
録
情
報
』
に
よ
る
総

体
的
な
甲
状
腺
が
ん
罹
患
率
の

分
析
を
記
事
と
し
ま
し
た
。

「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」
の
有
無

課
題
と
す
る
べ
き
は
、
事

故
時
〇
歳
～
一
八
歳
（
本
格
検

査
で
事
故
翌
年
生
れ
も
含
め

た
）
の
福
島
県
民
を
対
象
と
し

た
、
《
小
児
甲
状
腺
が
ん
全
員

検
査
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
》

の
位
置
づ
け
で
す
。
福
島
県
民

の
み
、
こ
の
年
代
の
み
を
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
し
て
も
、
比

較
す
べ
き
他
地
域
や
後
続
世
代

へ
の
《
同
じ
手
法
に
よ
る
検
査

を
欠
い
た
ま
ま
の
統
計
》
で
は

正
し
い
比
較
が
出
来
な
い
の
で

は
な
い
か
？
と
い
う
素
朴
な
疑

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
局
の

明
確
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

岩
手
高

教
組
退
職

組
合
員
連

絡
会
盛
岡

支
部
は
、
七

月
一
六
日

に
「
原
発
事
故
後
の
福
島
の
子

ど
も
達
」
に
つ
い
て
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
日
本
退
職
教
職
員
協

議
会
主
催
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

（
福
島
原
発
事
故
後
の
現
地
視
察

学
習
）
に
参
加
し
た
同
連
絡
会
会

員
で
、
私
達
「
岩
手
の
会
」
会
員

で
も
あ
る
三
人
が
発
表
し
「
帰
還

困
難
区
域
の
空
間
線
量
や
土
壌
汚

染
は
未
だ
警
戒
す
べ
き
高
レ
ベ

ル
で
あ
る
」
こ
と
や
「
新
校
舎

を
巨
費
で
新
設
し
た
が
児
童
生

徒
は
十
数
人
」
な
ど
の
現
地
の

事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。
出
席

者
か
ら
は
全
国
の
教
職
員
組
合

こ
そ
子
ど
も
を
被
ば
く
か
ら
守

る
運
動
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
二
月
に
会
が

発
足
し
、
六
月
に
「
天
恵
の

海
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
以

来
、
次
号
で
二
〇
〇
号
に
な

り
ま
す
。
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
稼
働
で
、
三
陸
の
海
が
「
放

射
能
公
害
に
見
舞
わ
れ
る
」

と
い
う
警
告
を
耳
に
し
て
、

岩
手
で
の
運
動
を
始
め
、
こ

の
一
四
年
間
で
現
在
ま
で
三

三
四
回
の
学
習
会
（
例
会
）

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
学
習

の
成
果
を
綴
っ
た
の
が
こ
の

ミ
ニ
コ
ミ
で
す
。

『六
〇
歳
以
上
」
を
除
き

福
島
県
が

全
国
よ
り

増
加
率
が
高
い

「２０歳ごと世代」の罹患数（１０万人当たり） 福島県と全国の比較

項目・年齢 ０歳～１９歳 ２０歳～３９歳 ４０歳～５９歳 ６０歳以上

福島県罹患率

事故前 0.46 5.19 10.15 15.92

事故後 8.03 7.37 15.25 16.99

比較 １７．５倍 1.４２倍 １．５０倍 １．０７倍

全国罹患率

事故前 0.32 5.43 13.27 17.30

事故後 0.56 6.18 14.14 19.23

比較 １．７５倍 １．１４倍 1.０７倍 １．１１倍

注； 事故前（２００８年～２０１１年） 事故後（２０１２年～２０１５年）
＊「公的がん登録データ」は暦年による集計です。（「福島県民健康調査小児甲状腺スクリーニ

ング検査」は年度集計です。）

甲
状
腺
「評
価
部
会
報
告
」

本
文
修
正
な
し
で
了
承

福
島
県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会

当
会
会
報

ミ

ニ
コ
ミ

「
止
め
よ
う

！

再
処
理

天
恵
の
海
」

二
〇
〇
号
発
行
へ

「天
恵
の
海
」

二
〇
〇
号
記
念

「感
想
コ
メ
ン
ト
」を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
二
百
字
以
内
の
短
文
と
し
ま
す
。

◇
今
後
発
行
す
る
二
〇
〇
号

以
降
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

匿
名
を
希
望
の
場
合
は

そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い

◇
送
り
先

・「
三
陸
の
海
・
岩
手

の
会
」
天
恵
の
海
編
集
局

○
ハ
ガ
キ
な
ら
ば

〒
０
２
０

０
８
８
１

盛
岡
市
天
神
町
１
３-

９

○
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ら
ば

０
１
９
（
６
２
３
）
１
６
３
６

上
の
表
は
、
福
島
県
と
全
国
の
「
甲
状

腺
が
ん
デ
ー
タ
」
の
事
故
前
の
四
年
間

（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
一
年
）
と
事
故
後

の
四
年
間
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
五
年
）

の
罹
患
率
の
平
均
を
計
算
し
そ
の
増
減

率
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。


